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　本号の特集は「消化器外科のドレーン管理を再考する」である．従来，ドレーンについては日本で
は経験則で議論されてきたが，海外では多くの randomized controlled trial （RCT）が行われ，エビデ
ンスに基づいた客観的な検討がなされている．その結果については特集内でも述べられているが，日
本の臨床現場においてはどの程度受け入れられているのであろうか．
　当然のことながら，ドレーンの必要性は，手術侵襲の程度，術野の汚染度，患者側のリスク，術者
の力量・性格など複合的な要因で決定されるので，画一的に決められるものではない．しかし，虫垂
切除，胆囊摘出，大腸切除，肝部分切除など定型的な低侵襲手術におけるドレーンの必要性について
は，多くの RCT がルーチンの使用を推奨していない．不必要なドレーンを使用しないという原則は，
ドレーン関連合併症の回避，早期離床，ならびに医療経済的にも有益である．一方，頻度は低いとは
いえ，偶発した縫合不全や腹腔内膿瘍を，ドレーンが留置されていたために新たな侵襲を加えること
なく保存的に治癒できた経験は多くの外科医が持っていることであろう．
　RCTによって得られたエビデンスはもちろん尊重しなければならないが，外科治療は薬物治療と異
なり，それほど単純化できる治療手段ではないため，RCT のデザインによってはその結論を鵜呑みに
できない場合もあると思われる．医療が科学的，合理的に行われるためにエビデンスが必要なことに
異論はないが，“evidence-based” でありながらも “experience-guided” な部分を活かすことが臨床医と
して必要なことであろう．統計学的処理に埋もれてしまう個別的事実も無視できないとする考え方
は，「患者のベッドサイドから離れるな」「先人の技を盗め」と言われて育った，今から見れば非能率
的かもしれない伝承的教育を受けたシニア外科医のアナクロニズムであろうか．
� （島津元秀）
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